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本研究は，日本農芸化学会 2011年度（平成 23年度）大会
（開催地　京都）での「ジュニア農芸化学会」において発表
予定であったが，残念ながら東日本大震災によって大会が中
止となった．日本農芸化学会和文誌編集委員会によって本研
究を優れたものと選定し，掲載することとなった．絶滅危惧
種のヒゴタイの組織培養に取り組み，葉・茎・根からク
ローンをつくる方法を確立したものである．

 本研究の背景，調査方法および結果と考察

【背景】　絶滅危惧種に指定されているキク科の植物ヒゴ
タイ（図1）は，日本が大陸と陸続きだった頃の残存植
物で，病気に弱い，開花結実に2年かかる，根が深く移
植が困難であることなどから，現在は長崎と西日本の数
個所にしか残っていない．平成12年のヒゴタイ自生地
発見以来の先輩たちの研究を引き継ぎ，ヒゴタイの組織
培養によるクローン作製を試みた．
【方法】
実験1：タンポポの組織培養　まず，無菌操作などの組
織培養の基礎技術の習得と植物ホルモンの作用の確認の
ために，ヒゴタイと同じキク科植物であり，花茎が1年
中手に入るタンポポの組織培養を行なった．この際，高
価な実験器具を用いずに組織培養ができるように，無菌
箱の自作，家庭用蒸し器による蒸気滅菌，市販植物用栄
養液（ハイポネクス）添加寒天培地による培養などを工
夫した．タンポポ組織を70%エタノールおよび1%次亜
塩素酸ナトリウムによって殺菌した後，種々の濃度の植
物ホルモン（サイトカイニン類：カイネチン （KIN），
ベンジルアデニン （BA）；オーキシン類：インドール酢
酸 （IAA）, 2.4-D） を含む培地に植え付けた．
実験2：キクの花弁培養　ヒゴタイの葉からの組織培養

時に殺菌が完全に行なえなかったことから，殺菌が容易
であると思われる花弁からの組織培養の可能性を調べる
ために，キク花弁を用いた組織培養を行なった．
実験3：ヒゴタイの組織培養　ヒゴタイの葉茎を完全に
殺菌するために，洗剤で洗浄した区，毛を剃った区，殺
菌時間を延長した区，超音波洗浄機中でエタノール殺菌
した区を用意し，組織培養を行なった．
ヒゴタイの組織培養によって得られたカルスについ

て，2種類および3種類の植物ホルモンの組み合わせを
用いて分化誘導させた．
ヒゴタイ根の切片を植え付け，根からのクローン作製
を試みた．
【結果と考察】
実験1　種々の濃度のサイトカイニン類KINとオーキシ
ン類IAAを用いてタンポポの組織培養を行なったとこ
ろ，図2に示すようにいくつかの組み合わせで器官形成
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図1 ■ 自生地で咲くヒゴタイ
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が認められた．この結果から，オーキシン類＞サイトカ
イニン類の条件下では根が形成され，オーキシン類＜サ
イトカイニン類の条件下では芽・葉への分化が進行する
ことを確認できた．
実験2　殺菌が容易であると思われる花弁からの組織培
養の可能性を確かめるために，キク花弁を用いて組織培
養を行なったところ，カルスの形成に成功した．一方，
ヒゴタイの花弁を用いた場合にはカルス形成に至らな
かった．また，ヒゴタイの花は1年に1度しか咲かず，
また開花期間も短いことから，組織培養の材料としては
不向きであると考えられた．
実験3　葉茎の毛が空気を蓄えるため，その部分が殺菌
不良となることが，ヒゴタイの組織培養を妨げていると
考えられたため，洗剤で洗浄した区，毛を剃った区，殺
菌時間を延長した区について検討したが，いずれも殺菌
不良あるいは組織壊死のため，組織の培養には至らな
かった．そこで，葉茎を超音波洗浄機中でエタノール殺
菌したところ，殺菌処理の成功率が95%に達し，毛の
ある組織でも組織培養が可能となった．

次いで，タンポポ組織の培養時に得られた2種の植物
ホルモンの組み合わせでヒゴタイのカルスの分化を試み
たが，まったく誘導されなかった．そこで，ホルモンの
濃度や組み合わせを変更して検討したところ，KIN, 
IAAおよびBAの3種のホルモンを加えることでカルス
形成および萌芽が観察され，クローンの作製に成功した
（図3）．
さらに，ヒゴタイの根を切片として植え付けること
で，40%程度の確率で根からクローンを作製できること

図4 ■ 根からのヒゴタイ苗の増殖

図2 ■ 植物ホルモンが器官形成に及
ぼす影響

図3 ■ ヒゴタイのクローン作出スキーム
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も明らかとなった（図4）．親株で元は根であった側の
反対側から萌芽しており，根からの萌芽には極性が認め
られた．本法は組織培養に比べて容易にクローンを作出
できる点で優れているが，親株の根を傷つけることか
ら，親株の保護という観点からは葉茎から組織培養でク
ローンを得るほうが優れているものと考えられた．
将来，この研究成果が西日本に数個所しか残存してい

ないヒゴタイの保護・増殖に役立つことが期待される．

 本研究の意義と展望

高校の実験室レベルで実施可能な低コストの器具で絶

滅危惧種であるヒゴタイの組織培養による増殖技術を確
立したもので，大きく評価できる．紙面スペースの都合
上，割愛せざるを得なかったが，植物ホルモンの濃度や
組み合わせの検討など，膨大な実験と考察がなされてお
り，地道な努力の積み重ねが研究・開発に重要であるこ
とを示している．研究成果がヒゴタイの保護に役立つも
のと大きく期待される．
 （文責「化学と生物」編集委員）
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